
愛鳥週間 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００７．５．１０） 

 

 今日５月１０日から１６日までの１週間は「バード・ウィーク（愛鳥週間）」です。 

 これは１８９４年にアメリカのペンシルバニア州オイルシティという町のバブコ

ック教育長が４月１０日を、野鳥を観察して保護運動をする「バードデー」にしよう

と提言して始まったものです。 

 日本でも、戦後来日したアメリカの鳥類学者オリバー・オースティン博士の勧めで、

１９４７年４月１０日に東京の日比谷公会堂で最初の行事が行われました。 

 ところが日本の国土は南北に細長いので、４月１０日には積雪のため鳥の観察がで

きない地域があるということで、１９５０年から５月１０日に移され、さらにより多

くの人に関心を持ってもらおうと、１週間に延長され、現在に至っています。 

 今日から全国各地で、野鳥観察会や植林事業など、様々な行事が行われています。

そこで今日は、鳥についての興味深い話をご紹介したいと思います。 

 

 世界の大半の国は自国を象徴する「国花」を定めています。日本は「ヤマザクラ」

と「キク」、ヨーロッパでは、イギリスが「バラ」、オランダが「チューリップ」、スイ

スが「エーデルワイス」、アジアでは、インドは「ハス」、マレーシアは「ハイビスカ

ス」、シンガポールは「ラン」など、やはりその国を想像させる花が選ばれています。 

 分かっているだけで１００カ国近くが「国花」を制定しています。 

 同様に「国鳥」すなわち国を象徴する鳥を定めている国もありますが、これは以外

に少なくて、２５カ国ほどです。 

 日本は「キジ」ですし、世界に知られているところではアメリカの「ハクトウワシ」、

ニュージーランドの「キウイ」、インドの「クジャク」、韓国の「カササギ」、イギリス

の「コマドリ（ロビン）」、オーストラリアの「エミウ」などがあります。 

 

 最近、この国鳥を定めることで話題になった事件がありました。中国の国鳥問題で

す。 

 ４０００年以上の歴史を誇る中国で国鳥が制定されていないのは残念ということ

で、国家林業局と中国野生動物保護協会が事務局となって、２００３年から選定作業

を始めました。 

 そして１０種類の鳥を候補として選び、２００４年からインターネットで国民投票

をした結果、７７０万票のうち６５％の５００万票が「タンチョウヅル」に投票され、

めでたく決定という直前になって、国務院から待ったがかかりました。 

 「タンチョウヅル」の学名が「グルス・ヤポネシス」であり、英語名が「ジャパニ

ーズ・クレイン」であることが指摘され、世界で使用されている学名が変更できない

のであれば、「日本」の名前の付いた鳥を国鳥にはできないということになったので

す。 

 古来、中国では「タンチョウヅル」は寿老人を運ぶ目出たい鳥として「仙鳥」とい



われ人気があり、来年開催される北京オリンピックのマスコットの国民投票でも、１

位のパンダの１１０万６４８４票に肉薄する１０８万６７４票を獲得する人気だっ

たので、今回も当然の結果でしたが、最近の中国人の日本への感情を考えると、とて

も納得できる話ではないということです。 

 

 ＤＮＡを調べてみると、日本と中国の「タンチョウヅル」には差があるということ

が分かったので、マスメディアを動員して学名の変更を運動しろという過激な意見も

ありました。 

 韓国で「日本海」という名前は不愉快だから「東海」にしようとか、「ＫＯＲＥＡ」

だとアルファベット順で「ＪＡＰＡＮ」の後になるので、「ＣＯＲＥＡ」に変えろとい

う類です。 

 ところが亜種として認められたとしても「グルス・ヤポネシア・チャイナ」のよう

に、日本の後に中国が来るので、さらに問題だということで、結局、それほど投票さ

れなかった「オシドリ」に落ち着きそうです。 

 その理由は、いつもオスとメスが行動をともにしており縁起がいいということと、

「タンチョウヅル」はＩＵＣＮ（国際自然保護連合）の発行している「レッドリスト」

に「絶滅の危険性が高い種」として掲載されているので、絶滅してしまうと格好がつ

かなくなるということです。 

 

 確かに、２００３年１０月１０日に佐渡で最後の１羽が死んで絶滅した「トキ」の

学名は「ニッポニア・ニッポン」ですから、日本の国鳥にふさわしい鳥ですが、もし

「トキ」を国鳥としていたら、中国からもらった９９％以上の遺伝子が共通の中国の

「トキ」を繁殖させようとしている現在、あまり気分のいい話にはならなかったとい

うことで、中国の気持はよく理解できます。 

 

 このＩＵＣＮのレッドリストについてご説明したいのですが、これには何種類かあ

り、完全に絶滅したＥＸ、野生の状態では絶滅したＥＷ、近い将来に野生状態では絶

滅するＣＲ、それに近い状態にあるＥＮ、絶滅の危険が増大しているＶＵなどに分け

られます。 

 日本では「コウノトリ」「シマフクロウ」「ヤイロチョウ」「ライチョウ」「タンチョ

ウヅル」などが代表ですが、世界の鳥類について２００６年のリストで調べると、Ｅ

ＸとＥＷが１３９種、ＣＲとＥＮで５３２種、ＶＵで６７４種が掲載されており、こ

れまで知られている鳥９９３４種の１２％に相当します。 

 鳥に限りませんが、野生の動物が消えて行くということは、自然環境が消滅してい

くことを示しています。この愛鳥週間をきっかけに、周囲の自然を見直していただく

といいと思います。 

 


